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兵庫県教職員組合
代表者

　
今
回
の
全
国
統
一
メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
メ
ー
デ
ー
は
働

く
人
た
ち
が
主
役
。
声
を
ひ
と

つ
に
仲
間
を
集
め
て
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
未
来
を
み
ん
な
で

つ
く
ろ
う
！
」。
デ
モ
参
加
者

は
「
被
災
地
に
息
の
長
い
支
援

活
動
を
！
」「
被
災
地
の
子
ど

も
た
ち
を
育
も
う
！
」
と
書
か

れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
手
に
力
強

く
歩
い
た
。

　
メ
ー
デ
ー
式
典
の
冒
頭
、
参

を
す
す
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
を
非
難
し
た
。

 

ま
た
、
７
月
の
参
議
院
選
挙

に
お
け
る
立
候
補
予
定
者
「
つ

じ
泰
弘
」さ
ん（
兵
庫
選
挙
区
）、

「
神
本
み
え
子
」
さ
ん
を
始
め

と
す
る
比
例
代
表
９
名
の
連
合

組
織
内
予
定
候
補
、
兵
庫
県
知

事
選
挙
で
は
「
井
戸
敏
三
」
さ

ん
の
全
員
勝
利
に
む
け
て
、
総

力
を
結
集
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

　
最
後
に
、
参
加
者
全
員
の
ガ

ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
メ
ー
デ
ー
は

閉
会
さ
れ
た
。

５
月
１
日
（
水
）、
神
戸
・
大
倉
山
公
園
野
球
場
で
、
第
84
回
兵
庫
県
メ
ー
デ
ー
神

戸
中
央
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
兵
教
組
約
１
４
０
人
を
含
む
約
１
万
人
（
主
催
者
発

表
）
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。
大
会
に
先
立
ち
、
参
加
者
ら
は
神
戸
・
湊
川
公
園
に

集
合
。
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
大
倉
山
公
園
ま
で
の
道
の
り
を
行
進
し
、
東
日

本
大
震
災
被
災
者
支
援
へ
の
協
力
な
ど
を
地
域
住
民
や
通
行
人
に
訴
え
た
。

加
者
全
員
で
東
日
本
大
震
災
の

犠
牲
者
に
対
し
黙
祷
を
さ
さ
げ

た
。
連
合
兵
庫
の
森
本
実
行
委

員
長
は
主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ

で
、
２
０
１
３
春
季
生
活
闘
争

の
回
答
状
況
は
決
し
て
納
得
で

き
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、
所

得
再
配
分
機
能
の
強
化
を
は
じ

め
と
し
た
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク
の
実
現
を
も
と
め
た
。

ま
た
、
現
政
権
に
見
ら
れ
る
競

争
力
強
化
や
コ
ス
ト
重
視
の
視

点
の
み
に
と
ら
わ
れ
た
動
き
を

批
判
。
政
府
主
導
で
議
論
が
す

す
め
ら
れ
て
い
る
解
雇
規
制
緩

和
の
問
題
に
関
し
て
「
日
本
の

労
働
者
が
そ
れ
ほ
ど
強
く
雇
用

が
守
ら
れ
て
い
る
の
か
、
と
い

う
視
点
で
の
検
証
が
ま
っ
た
く

さ
れ
て
い
な
い
」と
指
摘
し
た
。

　
続
い
て
来
賓
の
井
戸
敏
三
兵

庫
県
知
事
、
矢
田
立
郎
神
戸
市

長
、
水
岡
俊
一
参
議
院
議
員
ら

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
、
働
く
人
を
中
心
に
す
え
雇

用
を
守
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要

性
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

え
合
う
共
助
の
輪
を
拡
大
し
、

連
帯
を
強
化
し
て
い
く
と
し

た
。

　
続
い
て
採
択
さ
れ
た
、「
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

格
差
社
会
！ 

暮
ら
し
の
底
上
げ
実
現
」
に
む

け
た
特
別
決
議
で
は
、
現
政
権

が
、
社
会
保
障
制
度
改
革
を
脇

に
置
い
た
ま
ま
労
働
規
制
の
緩

和
に
つ
い
て
議
論
を
す
す
め
て

い
る
こ
と
に
懸
念
を
表
明
。
企

業
経
営
者
に
賃
上
げ
を
も
と
め

る
一
方
で
、
地
方
公
務
員
給
与

や
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ

労
働
規
制
の
緩
和
や
地
方
公
務

員
の
給
与
引
き
下
げ
を
非
難

　
こ
の
日
採
択
さ
れ
た
メ
ー

デ
ー
宣
言
で
は
、
集
団
的
労
使

関
係
を
あ
ら
ゆ
る
職
場
で
確
立

し
て
い
く
た
め
に
、
労
働
組
合

の
社
会
的
意
義
を
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
、
一
人
で
も
多
く
の

仲
間
の
結
集
を
す
す
め
て
い
く

必
要
性
を
確
認
。
助
け
合
い
支

兵
教
組
第
１
回

教
文
部
長
会

　
４
月
26
日
、
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル

で
第
１
回
教
文
部
長
会
が
お
こ

な
わ
れ
た
。
当
面
す
る
教
育
改

革
運
動
の
推
進
に
つ
い
て
、
４

月
24
日
に
実
施
さ
れ
た
「
13
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
に

対
し
て
、
全
数
調
査
と
な
る
こ

と
か
ら
、
調
査
結
果
の
利
用
・

公
表
如
何
に
よ
っ
て
は
「
序
列

化
・
過
度
の
競
争
」
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
本
部
、
支
部
・
分

会
が
連
携
し
て
と
り
く
み
を
強

化
す
る
と
し
た
。

　
高
校
授
業
料
実
質
無
償
化
制

度
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち

の
学
び
を
社
会
全
体
で
支
え
る

と
い
う
趣
旨
を
ふ
ま
え
、
す
べ

て
の
生
徒
が
安
心
し
て
学
業
に

専
念
で
き
る
た
め
の
具
体
的
な

支
援
策
を
も
と
め
る
こ
と
と
し

た
。

　
中
央
教
育
審
議
会
の
動
向
と

教
育
制
度
改
革
に
つ
い
て
は
、

日
教
組
を
通
じ
て
課
題
解
決
に

む
け
て
と
り
く
む
と
し
、「
教

員
免
許
更
新
制
」に
つ
い
て
は
、

早
期
廃
止
を
含
む
法
改
正
を
も

と
め
る
と
と
も
に
、
当
面
失
効

者
を
出
さ
な
い
と
り
く
み
を
す

す
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

兵
教
組
第
１
回

教
研
推
進
委
員
会

　
教
文
部
長
会
に
続
い
て
、
第

1
回
教
研
推
進
委
員
会
が
お
こ

な
わ
れ
た
。

　
子
ど
も
を
中
心
に
す
え
た
教

育
研
究
活
動
推
進
の
と
り
く
み

と
し
て
、
兵
庫
教
育
文
化
研
究

所
、
兵
庫
県
民
大
学
、
ひ
ょ
う

ご
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
の
２
０

１
２
年
度
の
経
過
報
告
が
あ
っ

た
。

　
ま
た
、
11
月
９
日
（
土
）・

10
日
（
日
）
に
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
る
第
63
次
兵
庫
県
教
育

研
究
集
会
（
ひ
ょ
う
ご
教
育

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）に
む
け
て
、

教
研
活
動
推
進
の
と
り
く
み
を

次
の
と
お
り
す
す
め
る
こ
と
と

し
た
。

　
①
メ
イ
ン
・
テ
ー
マ
を
「
い

き
る
　
つ
な
が
る
　
み
ち
ひ
ら

く
　
～
自
立
と
連
帯
・
共
生
の

学
び
と
教
育
～
」
と
し
て
「
開

か
れ
た
教
研
」
を
い
っ
そ
う
推

進
さ
せ
る
方
向
で
組
織
す
る
。

　
②
第
62
次
教
研
の
総
括
を
ふ

ま
え
、
本
部
と
開
催
支
部
・
地

区
と
の
連
携
を
密
に
す
る
と
と

も
に
、
各
支
部
の
協
力
体
制
を

徹
底
す
る
。

　
③
第
２
回
教
研
推
進
委
員
会

を
９
月
20
日
（
金
）
に
開
催
し
、

分
科
会
の
日
程
等
の
最
終
的
な

打
ち
合
わ
せ
を
お
こ
な
う
。

　
④
司
会
者
団
会
議
を
10
月
29

日
（
火
）
に
、
ま
た
司
会
者
・

共
同
研
究
者
打
ち
合
わ
せ
会
を

県
教
研
前
日
に
開
催
し
、
分
科

会
運
営
等
に
つ
い
て
決
定
す

る
。

　
⑤
教
文
部
長
会
を
県
教
研
開

催
中
に
お
こ
な
い
、
諸
連
絡
と

打
ち
合
わ
せ
を
お
こ
な
う
。

　
⑥
県
教
研
分
科
会
終
了
後
、

全
国
教
研
リ
ポ
ー
ト
提
出
者
打

ち
合
わ
せ
会
を
開
催
し
、
意
思

統
一
を
は
か
る
。

　
そ
の
他
、
ひ
ょ
う
ご
２
０
１

３
『
こ
ど
も
の
詩
と
絵
』
第
34

集
の
作
品
募
集
に
つ
い
て
等
も

確
認
さ
れ
た
。

格
差
社
会
を
是
正
し
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
実
現
を
！

働く人に政治を取り戻す決意を

表明するつじ泰弘参議院議員。

 ディーセント・ワークとは…

働きがいのある人間らしい仕事。「正しい」

「適切な」という意味を持つ英語の「ディー

セント」と「ワーク」を組み合わせた言葉で、

賃金や労働時間など、より良い労働環境を

考える際のキーワードとして使われている。

子
ど
も
が
主
体
と
な
る
学
校
改
革
と
、

教
育
実
践
に
向
け
て

第８４回
　兵庫県メーデー

教育ひょうごNo1836.indd   1 2013/05/15   16:23:45



2013年5月15日（水） 第1836号 （ 2 ）（第三種郵便物認可）

●
松
本
亨
部
長
（
宝
塚
）

▼
と
り
く
み
の
重
点
課
題

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
施
策
が
学
校
で
展

開
さ
れ
て
い
る
中
、
す
べ
て
の
教
職

員
と
と
も
に
、
教
育
現
場
に
根
ざ
し

た
安
定
的
で
継
続
的
な
学
校
事
務
職

員
制
度
の
確
立
を
も
と
め
て
い
き
た

い
。

▼
組
合
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

時
代
の
変
化
、
取
り
巻
く
状
況
の
変

化
に
適
応
で
き
る
よ
う
な
学
校
事
務

職
員
の
姿
、
存
在
を
も
と
め
て
厳
し

い
時
だ
か
ら
こ
そ
、
み
ん
な
で
手
を

携
え
て
あ
き
ら
め
な
い
で
、
力
と
知

恵
を
出
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

●
井
上
拓
路
部
長
（
本
部
）

▼
と
り
く
み
の
重
点
課
題

青
年
層
に
組
合
活
動
の
意
義
や
価
値

が
見
え
に
く
く
な
っ
て
お
り
、
先
輩

の
築
い
て
こ
ら
れ
た
“
財
産
”（
組

合
の
と
り
く
み
の
成
果
・
歴
史
・
意

義
等
）
を
後
の
世
代
に
伝
え
る
た
め

に
も
青
年
部
活
動
で
“
語
り
継
ぎ
”

を
す
す
め
て
い
き
た
い
。

▼
組
合
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

昨
年
度
青
年
部
を
対
象
に
お
こ
な
っ

た
生
活
・
職
場
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
自
分
が
こ
の
職
に
向
い
て
い

な
い
」「
同
じ
職
場
に
相
談
で
き
る

仲
間
が
い
な
い
」
等
と
悩
む
声
が
多

事
務
職
員
部

青

年

部

今年度 兵教組

専門部三役より
新三役の皆さんの意気込みや

皆さんへのメッセージなどを紹介します

辻 辻

●
嶋
中
真
理
子
副
部
長
（
神
戸
）

今
で
き
る
こ
と
を
、
小
さ
な
積
み
上

げ
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

●
白
石
明
副
部
長
（
姫
路
）

　「
厳
し
く
な
か
っ
た
時
な
ん
て
無

い
。
常
に
厳
し
い
状
況
の
中
で
兵
教

組
運
動
は
続
け
ら
れ
て
き
た
」。
先

輩
方
か
ら
伺
い
な
が
ら
現
状
を
振
り

返
る
。
東
日
本
大
震
災
を
ふ
ま
え
、

国
や
県
の
財
政
事
情
は
厳
し
く
、

様
々
な
抑
圧
的
な
政
策
が
現
場
ま
で

押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
兵
教
組
事
務
職
員
部

の
運
動
と
研
究
と
学
習
。
こ
の
３
つ

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
条
件
整
備
や
私
た
ち
の
職
務

確
立
を
、
み
な
さ
ん
の
声

を
伺
い
な
が
ら
意
見
反
映

と
改
善
へ
結
び
付
け
た
い

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
組

織
の
強
化
・
拡
大
を
、
支

部
・
地
区
委
員
会
と
連
携

し
な
が
ら
図
っ
て
い
く
こ

と
も
重
要
で
す
。
共
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。
今
年
度

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

●
今
岡
正
喜
副
部
長（
美
方
）

少
数
の
専
門
部
で
す
が
、

仲
間
の
声
を
本
部
や
県
教

委
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
ま
す
。

少人数学級の推進

教職員の確保

いじめの防止

子どもの命を守り、

社会全体で子育て支援を！

参議院議員

兵庫選挙区選出

やすひろやすひろ

つじ泰弘つじ泰弘

●
倉
内
典
子
部
長
（
加
印
）

▼
と
り
く
み
の
重
点
課
題

・
保
健
室
の
施
設
、
設
備
の
充
実
に

向
け
て
、
支
部
と
の
連
携
を
は
か
り

ま
す
。

・
ア
レ
ル
ギ
ー
問
題
、就
学
時
健
診
、

感
染
症
対
策
、
フ
ッ
素
問
題
な
ど

様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
常
に
、

危
機
管
理
、
安
全
性
、
有
効
性
、
必

要
性
の
観
点
か
ら
と
ら
え
、
子
ど
も

の
人
権
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た

め
に
と
り
く
み
ま
す
。

▼
組
合
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

・
活
動
を
通
し
て
、
県
内
各
支
部
の

方
々
と
繋
が
り
、
視
野
が
広
が
り
ま

す
。
学
ぶ
こ
と
も
多
く
、
楽
し
い
で

す
。

●
鶴
房
美
津
子
副
部
長
（
西
宮
）

４
年
目
の
副
部
長
と
な
り
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
方
々
と
の
出
会
い
を
大
切

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
分
会

の
皆
様
を
は
じ
め
西
宮
支
部
養
護
教

員
部
の
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
き
な

が
ら
が
ん
ば
り
ま
す
。

●
長
田
由
香
里
副
部
長
（
赤
相
）

30
年
余
り
、
子
ど
も
達
と
楽
し
く
毎

日
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
初
め
て
の
大
役
で
す
が
、
勉
強

す
る
と
と
も
に
何
か
の
役
に
立
つ
よ

う
が
ん
ば
り
ま
す
。

●
楠
千
鶴
副
部
長
（
洲
本
）

子
ど
も
の
笑
顔
を
守
る

た
め
、
安
全
・
安
心
を
大

切
に
現
場
の
声
を
届
け

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
仲
間
と
の
つ
な
が
り

を
楽
し
み
た
い
で
す
。

養
護
教
員
部

かみ もと
参議院議員 比例代表選出

みえ子神本

く
あ
っ
た
。
悩
み
を
抱
え
る
青
年
の

姿
が
あ
り
、
組
合
活
動
の
成
果
が
職

場
に
根
付
い
て
い
な
い
実
態
が
あ
っ

た
。
そ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
青
年

教
職
員
が
分
会
・
支
部
・
県
内
の
仲

間
と
集
ま
り
、同
じ
時
間
を
共
有
し
、

語
り
合
い
、
青
年
部
同
士
の
つ
な
が

り
を
強
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

う
。
そ
の
よ
う
な
時
間
を
大
切
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

●
曾
根
成
晃
副
部
長
（
神
戸
）

一
人
で
も
多
く
の
青
年
部
の
方
に
組

合
活
動
、
と
り
く
み
の
良
さ
を
知
っ

て
頂
け
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

●
森
洋
樹
副
部
長
（
芦
屋
）

つ
な
が
り
を
つ
く
れ
る
よ
う
な
青
年

部
活
動
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま

す
。

左から今岡さん、松本さん、白石さん、嶋中さん

左から森さん、井上さん、曾根さん

左から楠さん、鶴房さん、倉内さん、長田さん

「きゅうり」
明石市中崎小学校　五年　宮崎　敬

（こどもの詩と絵　第33集より）

※この広告に記載している保障内容は2013年8月1日以降のものです。それ以前の保障内容についてはお問い合わせください。

※ご契約にあたっては必ずパンフレットおよび重要事項等説明書（契約概要・注意喚起情報）をご覧いただき、制度内容をご確認ください。 承12ー企ー65（1302）

90歳まで契約更新可能に！
共 通

先進医療特約が新登場！
医 療 共 済

※ご年齢により加入できる限度が異なります。

死亡保障が3,000万円まで
選択可能に！

団 体 生 命 共 済

2013年
8月1日より
制度改定します！さらに安心が広がります！

先進医療ってなに？
先進医療とは、公的医療保険制度の評価療養

のうち厚生労働大臣が定める高度の医療技術

を用いた療養をいい、先進医療ごとに厚生労働

大臣が認定した医療機関において行われるもの

に限ります。先進医療の技術料は健康保険の対

象とならないため、自己負担となります。

教職員共済生協の

医療共済「先進医療特約」では

先進医療にかかる被共済者が負担した

技術料を最高1,000万円まで保障！

資料のご請求等は

http://www.kyousyokuin.or.jp/
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